
Data Sheet

ColdLogikリアドア熱交換器（RDHx）は、データセンター/
サーバーキャビネット向けに設計された高効率冷却ソリューション
です。密閉型の水循環回路で動作し、稼働機器機器によって
発生する熱を発生源で直接除去することで、最適な熱性能
およびエネルギー効率を実現します。

本ソリューションは、従来のデータセンター冷却手法に代わって
発熱を単一の冷却系で処理するシングルソース冷却方式で
あり、1キャビネットあたり90kWを超える熱負荷の除去が
可能です。そのため、現在求められている中～高密度環境に
も対応可能です。

ColdLogikソリューションの導入により、ホットアイル/コールド
アイル構成は不要となります。その結果、データホール内の
スペースをより有効活用でき、レイアウトの自由度が高まると
ともに、将来的な拡張も容易になります。

さらにColdLogikは、特に機械式冷却（チラーやCRAC/
CRAHを用いた従来型の空調冷却）と比較して大幅な運
用コスト（OpEx）および初期投資（CapEx）削減を実現
します。多くの場合、最大86％の削減効果が得られ、 
ColdLogikを冷却方式として専用利用した環境では、 
PUE1.03を達成しています。

低密度から高密度環境まで対応
1キャビネットあたり90kW以上の冷却能力

リアドア熱交換器（RDHx）



性能例
以下の3つの例は、同一のリアドア熱交換器（RDHx）を使用しながら、水温の調整や条件によって冷却能力がどのよう
に変化するかを示しています。なお、プロジェクト固有の要件に応じた性能についても個別に算出可能です。

冷却能力 - 最大 5 Fan 6 Fan

最大冷却能力 kW 62 93

風量（50Hz・230V） m³/h (cfm) 6847 (4030) 8217 (4836)

吸気乾球温度 °C (°F) 50 (122) 58 (136)

排気乾球温度 °C (°F) 20 (68) 20 (68)

給水温度 °C (°F) 14 (57.2) 14 (57.2)

排水温度 °C (°F) 25 (77) 30 (86)

循環水流量 m³/h (l/s) / USGal/m 5 (1.4) / 22 5 (1.4) / 22

流体流速 m/s (ft/s) 0.99 (3.25) 0.82 (2.7)

冷却能力 - 標準 5 Fan 6 Fan

kW 55 80

m³/h (cfm) 6847 (4030) 8217 (4836)

°C (°F) 50 (122) 55 (131)

°C (°F) 23 (73.4) 22 (71.6)

°C (°F) 18 (64.4) 18 (64.4)

°C (°F) 28 (82.4) 32 (89.6)

m³/h (l/s) / USGal/m 5 (1.4) / 22 5 (1.4) / 22

m/s (ft/s) 0.99 (3.25) 0.82 (2.7)

最大冷却能力
結露を防止するため給水温度14°C、かつ給
水・還水間の温度差（ΔT）を前提とし、
データセンター内の温度を適正に維持する構
成です。この構成では、機械式冷却を伴う
外部設備が必要となりますが、1キャビネット
あたり非常に高い冷却能力を提供できます。

標準冷却能力
給水温度18°Cを前提とした、汎用性が
高く実用的な運用条件です。欧州における
多くの要件をカバーしつつ、室温24°Cを維持
します。また、給水・還水間の温度差（ΔT）
での運用により、機械式冷却を伴う外部設
備の消費電力を抑えることが可能となり、 
CapExおよびOpExの削減に貢献します。

高効率冷却能力
室温27°C（80.6°F）まで許容できる環境
では、より高い水温条件での運用が可能と
なります。その結果、機械冷却への依存を
減らし、ほぼ終日フリークーリングの利用が
可能になります。これにより、高効率な冷却
と運用コストの削減が実現し、スペースを有
効活用しながら投資回収を進めることが
できます。また、標準性能と比較しても冷却
能力はほとんど低下しません。

冷却能力 - 高効率 5 Fan 6 Fan

kW 50 74

m³/h (cfm) 6847 (4030) 8217 (4836)

°C (°F) 50 (122) 55 (131)

°C (°F) 26 (79) 25 (77)

°C (°F) 21 (69.8) 21 (69.8)

°C (°F) 30 (86) 34 (93.4)

m³/h (l/s) / USGal/m 5 (1.4) / 22 5 (1.4) / 22

m/s (ft/s) 0.99 (3.25) 0.82 (2.7)

最大冷却能力
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本資料に記載されている冷却能力データは、あくまで参考例として示したものです。USystemsは、それぞれ異なる課題やビジョンを持つお客様と協業し、
個別要件に応じた最適なソリューションを提供しています。当社の独自技術と豊富な実績に基づくアプローチは、世界中のデータセンターにおいて高効率
な設計と価値あるソリューションとして展開されています。

Air On - コイル入口空気/稼働機器から排出される空気 
Air Off - コイル出口空気/ColdLogikクーラーから排出される空気

Legend
Dry Bulb - 乾球温度
ΔT - （デルタT）/給水温度と還水温度の差



技術データ

CL20（インターフェースフレーム含む）

対応キャビネット
42U 5 Fan 48U* 5 Fan 48U* 6 Fan 52U 6 Fan

600w 800w 600w 800w 800w 800w

高さ（X） mm (“) 2040 (80.3) 2307 (90.8) 2307 (90.8) 2485 (97.8)

幅（B） mm (“) 596 (23.5) 796 (31.3) 596 (23.5) 796 (31.3) 796 (31.3) 796 (31.3)

奥行 mm (“) 380 (15)

対応ラックサイズ U x mm (“) 42 x 600 (23.6) 42 x 800 (29.5) 48* x 600 (23.6) 48* x 800 (29.5) 48* x 800 (29.5) 52 x 800 (29.5)

乾燥重量 kg (lb) 86 (189.6) 112 (247) 94 (207.3) 126.5 (278.9) 137.9 (304.1) 143.3 (316.2)

乾燥重量
（フレーム含む） kg (lb) 112.7 (248.5) 140.7 (310.2) 123.3 (271.9) 157.8 (347.9) 169.2 (373.1) 176.4 (389)

湿重量
（フレーム含む） kg (lb) 123.7 (272.8) 151.7 (334.5) 134.3 (296.1) 169.8 (374.4) 184.6 (407) 191.8 (422.9)

塗装色
（ご注文時確定）

RAL 9003 (White)

RAL 9005 (Black)

通信プロトコル
Modbus over TCP/IP

(BACnet, SNMP optional)

ヒンジ位置
左開き（標準）

右開き（要問い合わせ）

接続口径 mm (“) 25 (1)

内部水容量 L (USGal) 11 (2.9) 15.4 (4)

定格最大電流 A 12.5

CL20 ファン総合性能 **

後方湾曲遠心ファンファン形式

5 6

風量 m³/h 

(CFM)

30% 2135 (1257) 2553 (1502)

70% 5262 (3097) 6293 (3703)

100% 6871 (4044) 8217 (4836)

電流値
（50Hz 230V / 
60Hz 208V）

A

30% 0.62 / 0.72 0.79 / 0.87

70% 3.71 / 4.09 4.46 / 4.92

100% 7.54 / 8.33 9.04 / 9.98

消費電力
（50Hz・230V） W

30% 51 61

70% 398 478

100% 845 1014

騒音 dB

30% 69 67

70% 85 83

100% 90 89

*48U RDC および 48U フレームは、47U/48U ラックに対応します。
**正圧環境を前提とした数値です（力率 PF＝1）。使用条件により性能は
異なる場合があります。

ファン数



ドキュメントについて
さらに詳しい情報をご希望の場合は、お問い合わせ窓口（sales.japan@raritan.com）
までご連絡ください。

USystemsの取扱製品
操作マニュアルと保守マニュアル
トラブルシューティングガイド
製品カタログ

www.usystems.comにてご覧いただけます。
メール（sales.japan@raritan.com）にてお問い合わせください。
メール（sales.japan@raritan.com）にてお問い合わせください。
www.usystems.comにてご覧いただけます。

2024年5月現の情報を元に作成されております。




